
@USERSECTION

@PATIENTNAME 綾部市立病院　化学療法

@PATIENTBIRTH2

@PATIENTSEXN 当レジメンの2022年度実施状況： 件

＜対象＞
・全身化学療法歴のないChild-Pugh分類Aの切除不能な肝細胞癌患者

・ 下記に該当する患者に対する本剤の投与及び使用方法については、本剤の有効性が
確立しておらず、本剤の投与対象とならない。
→局所療法（経皮的エタノール注入療法、ラジオ波焼灼療法、マイクロ波凝固療法、
　 肝動脈塞栓療法/肝動脈化学塞栓療法、放射線療法等）の適応となる肝細胞癌患者

（令和４年１２月２３日作成 デュルバルマブ 最適使用推進ガイドラインに基づく）

＜標準プロトコール＞
day1 day8 day15 day22

durvalumab

tremelimumab

４週を１コースとする
本レジメンを１コース施行後は、No.354 肝細胞 durvalumab（単独療法）を施行すること

＜患者情報＞

体重 ㎏

＜使用薬剤・投与量＞

デュルバルマブ １５００㎎ /body ＝ ㎎

トレメリムマブ ３００㎎ /body ＝ ㎎

＜治療計画＞

切除不能進行再発

開始 年 月 日～ コース

主治医 指導医
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肝細胞 durvalumab+tremelimumab
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主治医の先生へ ） 治療開始時に患者情報・治療計画を記入し、薬剤部まで提出してください。
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